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●アリストテレス 

 古代ギリシアの３大哲人の３人目。プラトンの弟子。「万学の祖」・「万学の父」 

①イデア論の否定 

 個々の事物  形相（エイドス）＝本質≒定義  ----  魂   人間 

        質料（ヒュレー）＝物質的素材  ----  肉体   

  ∴本質は個物に内在。∴形相（可能態と現実態）と質料は不可分。∴魂は不滅ではない。 

 ※形相と質料は、“目的”と“手段”でもある ⇔機械論的自然観 

（＝目的論的世界観：世界はある目的に向かって変化・発展している） 

②幸福論・道徳論 

 人生の目標＝幸福（理性の活動を完成させること）＝最高善（それ自体が目的） 

        観想的生活 ---- 知恵------最も望ましい 

 人間の生活  政治的生活 ---- 名誉  それぞれ善 

        享楽的生活 ---- 快楽 

 魂の働き  理性   ----知性的徳 ＝学習による徳（≒良い行為の発見） 

       感情・欲望 --倫理的徳（習性的徳）≒良い行為の繰り返し 

→中庸（メソテース）実現（∴知行合一の立場ではない） 

③正義論・政治論 

  人々を結びつける原理 ＝友愛（有用性・快楽性・卓越性）と正義 （友愛＞正義） 

  正義  全体的正義（ポリスの法を守ること） ←「人間はポリス的動物である」 

      部分的正義（価値の分配）→  配分的正義（名誉・報酬の比例配分） 

   ※目的に値する者に渡すのが正義   調整的正義（利害・損得の調整） 

  政治  君主制 →独裁制に堕落する危険 ←プラトンが理想とする政治（哲人政治） 

      貴族制 →寡頭制に堕落する危険 

      共和制 →衆愚制（民主制）に堕落する危険 

 

★「知行合一」が難しいことを示す実例、友愛が正義に勝ることを示す実例って何？ 

                                  


